
農林水産物・食品　国別マーケティング基礎情報

国・地域名

・ 人口 747 万人 2020年、香港政府統計処 2,974.5 百万ドル ・ 3,279.9 百万ドル

・ 実質ＧＤＰ成長率 -6.1 ％ 2020年、香港政府統計処 2,543.2 千トン

・ 1人あたりのＧＤＰ(名目) 46,753 ドル 2020年、国際通貨基金（IMF） ・ 加工食品 4,906.2 百万ドル ・外食フードサービス 10,184.5 百万ドル

・ 為替レート（1HKD) 14.2 円 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング為替相場 2020年間平均（TTS) ・ アルコール飲料 1,946.7 百万ドル

・ 日本の直接投資額 1,826 億円 財務省 対外・対内直接投資フロー 令和２年（2020年） ・ ソフトドリンク 2,119.5 百万ドル

・ 進出日系企業数 545 社 2019年、外務省「 海外進出日系企業拠点数調査」令和元年版 ・ ホットドリンク 507.6 百万ドル

・ 在留邦人 2万3,791 人 外務省「海外在留邦人数調査統計」令和3年版 ※ 小売額。ただし、生鮮食品は小売量を含む総量。ホットドリンクはコーヒー、茶など。

・ 訪日外客数 346,020 人 2020年、日本政府観光局（JNTO）

・ 日本食レストラン数 1,330 店 2020年、香港政府統計処
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日本からの農林水産物輸出状況

（2020年農林水産物・食品の輸出実績、

農林水産省）

香港

人口・経済発展状況等 市場規模（2020年、ユーロモニター）

味覚、嗜好上の特徴

一般的に甘味をおいしいと認識する傾向があり（ただし甘すぎるものは苦手）、甘味のない商品を好まない。また、酸味のあるものは苦手。

宴会時を除き、食事の時の飲酒は一般的ではない（ビール等を飲むことはある）。

家庭でも外食時においても、米飯とおかずは基本的に分けられていることが多く、特に家庭においてはおかずを取って白飯の上にのせて食べることが多い。

個々の食品にまつわるうんちくに左右されやすい。

制度的制約

関税：一部の商品にかかる物品税を除きフリー。

輸入規制：公衆衛生や安全管理に関わる事項に限られているが、食肉、家禽卵、コメ等の輸入には輸入ライセンスが必要であり、牛乳・乳飲料、冷凍菓子は事前許可を得なければならない。また、食肉（牛、豚、鶏）に関しては日本国内で許可された対

香港食肉加工施設で、家禽卵と卵製品に関しては日本国内で許可された対香港輸出卵等取扱施設で処理されたもののみ輸入が可能で、食肉、家禽卵、卵製品、牛乳・乳飲料、冷凍菓子は輸出国の衛生証明書等の提出が求められる。水産物等も輸出国の衛

生証明書等の提出が求められる場合がある。

食品栄養表示義務あり。

トレーサビリティー制度（食品安全法）施行。

残留農薬制度について、CODEX規格（国際食品規格）に準ずる法案が2012年6月に成立。2014年８月1日施行。

食品混入不純物（金属汚染物質含有量）規則について、34年ぶりの改正案が2018年6月に発表。2019年11月1日施行。

加工食品：アイスクリーム類については、2016年4月末より日本から香港に輸出するものに対して、厚生労働省と香港食物環境衛生署の間で衛生証明書の様式に合意した。

<原発関連規制>

【牛乳、乳飲料、粉乳、野菜、果物】福島県産：輸入停止。　茨城県、栃木県、群馬県、千葉県産：放射性物質検査証明書及び輸出事業者証明書を要求。

【と畜または加工された食肉および家禽卵、水産物（活魚、チルドおよび冷凍）】上記５県産：放射性物質検査証明書を要求。

【加工食品】上記5県産：香港にて放射性物質サンプル検査。

【全ての食品】上記5県産を除く都道府県産：香港にて放射性物質サンプル検査。

日本食普及状況等

日本産食品は種類、量ともに豊富であり、成熟市場。

長期にわたる日本食ブームにより、引き続き日本料理（和食）は中華料理や西洋料理に準ずるプレゼンスがある。特にラーメン店や寿司チェーン店においては行列ができている。また日本の外食産業の香港への進出に関する問い合わせも多い。

中国本土からの旅行者（4,377万人/年、2019年）が香港経済を下支えしており、デモ及び新型コロナウイルスの影響により2020年の香港訪問旅客数は対前年比93.6％減の3,568,875人、うち中国本土からは同93.8％減の2,706,398人だった。しかし

ながら、中国本土やアジアへのショーケース機能も高い。

商流・物流・商習慣

食品小売業（スーパーマーケット）は地元資本の2グループが7割以上を占める複占状態（Dairy FarmとA.S.Watson）。日本からの生鮮食品は日系スーパーマーケットでの取り扱いが圧倒的に多いが、加工食品は地元スーパーマーケットでも取り扱わ

れている。近年は日本の生鮮食品を扱う地元系高級スーパーマーケットも増えてきている。

食品の他国への物流中継拠点としての機能も持っている。

賞味期限は加工食品の場合は一般的に4カ月以上必要。

旧正月、中秋節に食品のギフトを贈る習慣がある（旧正月は主に水産乾物、フルーツ、箱詰菓子等。中秋節は主に月餅、フルーツ等）。

昨今、新型コロナウイルスの影響により家庭内消費が増加したことから、ネット通販の利用者が増え、例えば①調味料、②鶏卵、③加工食品等、手軽に食べられる食品への人気が高まっている。また、高層住宅が多い住環境のため、宅配しやすく、軽く

て壊れにくい包装容器（紙、プラスチック、ペットボトル）が好まれる。

【更新】2021年6月

HKTV Mall他、新型コロナウイルスの影響により、売上が増加傾向にある。マーケットシェア1位のHKTV Mallでは、2019年と2020年を比較すると、商品売上は8割増となった。

レストランの営業制限の中、テイクアウトの利用者の増加が顕著。

自炊が増えた。また、高級食材を購入して、自宅で楽しむ傾向も増加。スーパーマーケット等の小売店では2019年-2020年を比較すると、1から2割売上増のところが多い。

・ 生鮮食品

1位　2,060億円　うち農産物1,506億円(73.1%)、林産物4億円(0.2%)、水産物549億円(26.7%)

輸出額の多い品目：なまこ（調製）、アルコール飲料、 たばこ、 貝柱（調整品）、牛肉

健康ウェルネス飲食品

(*左記カテゴリーと重複)

・小売・流通業

（**店舗型、食料雑貨店に

限る、税抜き） 16,574.4 百万ドル

外食・小売等の状況

Eコマースの概要
重い生活雑貨の他、高価な食材もECサイトを通じて購入するようになった。

宅配以外にも、街中で輸送会社が運営管理するストレージロッカーが設置され、品物はロッカーからのピックアップが可能。

Eコマースへの参入はハードルが低いため、新規参入者が多い。

Uber Eats, Deliveroo, Foodpanda等デリバリーサービスの利用がより増加した。レストランでも一部デリバリーサービスを始めたところがある。

新型コロナウイルスの影響により、長期間レストランでの夜間の飲食ができなかったため、飲食業月別売上高は2019年と2020年を比較すると、1割から4割超減。

〔参考：日本〕

●人口：１億2,563万人

（2020年1月推計値、「人口推移」総務

省統計局）

●実質GDP成長率：⁻4.6％

（2020年度、内閣府）

●1人あたり GDP(名目):4万146ドル

（2020年4月、IMF）

参考：(日本〕

●生鮮食品：108,874.1百万ドル

●加工食品：198,140百万ドル

●アルコール飲料：71,307.1 百万ドル

●ソフトドリンク：59,083.7 百万ドル

●ホットドリンク：7262.3百万ドル

●健康ウェルネス飲食品(*)：55,403.5百万ド

ル

●外食フードサービス：158,206 百万ドル

●小売・流通業(**)：275,617百万ドル
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